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ペンシル・ロケット国分寺試翔実験全体記録

山　　口 文　　二

　これは1955年4月12，13，14，18，19，23日東京

都北多摩郡国分寺町元試射場にて行われたぺyシル・ロ

ケット試翔実験の全体記録である．

　実験分担配置表は下記の通りである．

総指揮

記録班

消火班

警備班

気象班

測量班

高速度カメラ班

電源班

オヅ・Y　Ptグラフ班

ターゲット班

ぺyシル・戸ケット班

ラソチャー班

救護班

糸川英夫

野村民也，長谷川　毅，山口文二

戸田康明，加志村徳次郎

寺田光一，中島文子，尾崎幸子

寺沢達二，後藤　滋

高橋裕，大島太市，水野俊一，中島国明

　　　　植村恒義，伊藤寛治，山本芳孝

重永興一，戸田健次，森重照夫

稲葉　博，進藤清勝

　　　　　秋葉錬二郎，横田和丸，猪瀬

博，永井達成

　　　吉山　巖，桜井義雄，金沢磐夫

　　　　　磯田正路，長岡忠彦

　　　垣見恒夫，杉浦　功，辰見博司

東大清水外科（三木輝雄，加藤彰，木村

正，鷲沢徳彌，氏家欽一，林文彦，佐

藤京子，高橋美智子，沢田冬子，平山美

代子，田中篠江，志賀愛子，澄川敏子）

ぺyシル・ロケット名称区分

　Full；プPペラソト100％のもの

Half；プロペラyト　50％のもの

先端の材料；S－steel

　　　　　　　B－Brass

　　　　　　　D　－Duralumin

翼角；　0°のもの　0

　　　　2．5°のもの　2

　　　　5．0°のもの　5

づ列　　　　　　　　　　　　　　　　FU　11－50S

　Three　pieCeS（5分割式）－7－　T「一耕料Steel
　　　　　　　　　　　　貿角0°

使用ラyチャーの長さ：

試翔機数：　30S

　　　　　　32S

　　　　　　35S

　　　　　　30B

　　　　　20D
　　　　　22D

3m，2m，　1m，0．5m
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25D 2

　　　　　　　　　　　計　29

　実験第1日（1955年4月12日）

　　天候　晴

　9・00・格納庫より実験場へ運搬開始，10・30，実験準

備開始．進備状況一ターゲット設定に長時間を要した．

14・03高速度カメラおよび電磁オッシPグラフの同期試

験開始，電磁オッシ戸のremoteスウィヅチ用ジャック

不良のためこれを交換．14・15ターゲヅト準備完了，14

・20電磁オヅシロ用6Vバッテリ2個dischargeしてい

るのに気付きこれを交換．14・27高速度カメラ，電磁オ

ッシ戸同期試験終了・15・00ターゲットの導通テスト完

了．15・00実験準備完了．総指揮糸川教授より実験方法

の説明あり．

　15・01　実験開始

　　飛翔番号No．6Full－－30S

　プPペラYトの長さ120mm，2mラソチャー使用，

ターゲットの位置はラyチャー前1，2，3，4，5，

7，9，12，15．77m．電磁オッシロ使用．

電源電圧101．5V，50cps．イグナイター電源電圧4．7

V．ペソシルのsetに長時間を要した．ラyチャー前

後角1°53ノ．15・05試翔完了．

ターゲットの再setに長時間を要するため，ラyチャ

ー班を動員する．

気圧1010．3millibar，気温24°C

湿度（％）

風向

飛翔前

飛翔後

飛翔前

i飛翔後

地点1

　　61

　　61

SSE
SSE

地点皿

　　59

　　54

SSW

膠｝『一 ﾌτ

，2M－一高

地点皿

　　62

　　60

リカバー状況，約50cm砂中にもぐっている．

　竺十鐙←

18



第7巻第8号
イグナイターのiJ　・一ド線は焼き切れている．燃焼室後端

のジュラルミy端面はerosionを受けている，ノズル内

面にもerosionがみられる．頭部およびノズルの締付け

がややゆるんでいる．

　　飛翔番号No．7FuU－30S

　プPペラソトの長さ120mm，2mラソチャー・ター

ゲヅトの位置は，1，2，3，4，5，7，9，12，15・

77m．電磁オッシ戸および高速度カメラ使用．高速度撮

影のため頭部に標識を付した．電源電圧102，V・（カメ

ラ用ラyプhighで81V），イグナイ　，g　一一電源電圧4・7

V，ラソチャー前後角1°53t．

16・24試翔完了．

　気圧，1010．1millibar，気温23．5°C

風向

風速（m／sec）

湿度（％）

　　　　　地点1　地点皿

飛翔前　　SSE　　　E

飛翔後　　SSW　　ES
飛翔前　　　0．80　　0．・60

飛翔後　　　0．70　0．52

飛翔前　　　　60　　56

飛翔後　　　　59　　　57

リカ？〈・一一状況，約60cm砂中にもぐる．

地点皿

0．30

0．32

　60

　61

燃焼やや不完全，翼1枚が蝋付部分よりもぎ取られてい

る．これは砂中の小石に当ったものと思われる，燃焼室

後端面およびノズル内面にerosionがみちれる．

　　飛翔番号No．8　Fu1L30S

　プPtペラyト長さ120mm，ラソチャー前後角1°53ノ

ラソチャー2m，ターゲットの位置は2，3，4，5，

7，9，12，15．77m，電磁オッシロおよび高速度カメ

ラFastax使用，　Fastaxにてラソチャーの出口を大写

しにするため，1m位置のターゲヅトを取除きFastax

用のラyプを設置す，電源電圧110V，50cps，イグナ

イター電源電圧4．7V，17・23試翔完了．

風向o覆

㌦・礫

湿（著｛覆

　I

SSE
　S

O．70

0．50

　67
　66

皿E

0．55

0．55

気圧1009．7millibar，気温22．5°C

皿

0．25

0．25

　61

　62

　リカバー状況，約60cmもぐる．飛翔後の姿勢

碗十講磐←一鰹縛
ている．燃焼室後端面およびノズル内面にerosionがみ
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られる．燃焼は完全である．

　実験第2日目（1955年4月13日）

天候快晴，10・10運搬終了．

本日試翔予定Pケットは30B，25D，22D，32S，35

S・25D，32S，35S，であり25D，22Dは重心位置

が後方に下っているため危険である．

　　飛翔番号No．9　Full－30B

　プロペラyトの長さ110mm，プ戸ペラソトやや少な

くthrust小である．また重心が後方に下がり不安定で

ある．電磁オッシ官およびFastax使用，ラソチャーの

前後角1°54t，ターゲットの位置は2，3，4，5，7

9，12，15．77m，電源電圧99．5V，50cpslイグナィ

ター電源電圧4．85V，11・17試翔完了．

気圧1009．6millibar，気温23．50C

　風向　　　前

　　　　　後
　風速（m／s）前

　　　　　後

　湿度（％）前

　　　　　後

　リカバー状況

：約50cm砂中

にもぐる．燃焼

やや不完全，燃

　I

SSE
SSE
1．0

0．9

　54

　53

　皿

SE
SE
O．85

0．75

　52

　52

皿

0．45

0．40

　54

　52

舗→一欝÷

焼室後端は少しerosionを受け》（いるが，ガス漏れはな

し・．

　　飛翔番号No，　ID　FulL251）

　25Dはジュラルミソ製two　Piecesのもので危険性の

限界を調べるため製作した．爆発の危険性あるため測定

を止めて左方の予億のトyネル内で平行ラyチャーを使

用し，試翔したが異状はなかった．プロペラソト120m

m，燃焼室後端はerosionを受けている．

　　飛翔番号No．11　Full－25D

　プPペラソトの長さ120mm，電磁オッシロおよび

Fastax使用，ターゲヅトの位置は2，3，4，5，7，

9，12，15．77m，ラソチャーは2m，ラyチャーの前後

角1°54’，電源電圧109V（Fastaxのラソプhighで

87．5V），50cps，イグナイター電源電圧4．85V，12・23

試翔完了．

　気圧1009．1

millibar，気温25．

0°C

　リカ2““　一一状況：

約50cmもぐっている．翼1枚の半分切れている．燃焼

は良好，燃焼室後端のerosion，ガス漏れ共になし．

　　飛翔番号No．12　Full－35S

　プロペラソト120mm，電磁オッシ官およびFastax
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（シネマスコープ用レソズ使用）使用，ターゲヅトの位

置は2，3，4，5，7，9，12，15．77m，ラソチセ

ー2m，ラソチャーの前後角1°54’，電源電圧103，5V，

50cps，イグナ／fター電源電圧4．7V．13・56試翔完了．

発射音大であった．気圧1008．3millibar，気温26．5°C

風向

風速！1n／s

湿度（％）

　　　　1

　前　　　　SE｛後

　　　　SE

　前　　　　1．1｛後

　　　　0．7

｛覆　：1

飛翔前
　　　一華一一

飛栩後

木平軸

　皿

ENE
　NE
O．85

　1．15

　49
　47

0．45

0．40

　46

　47

　　　　　　リカバー状況：

十一驚離
ややゆるんでいる．燃焼室後端にerosionが見られる．

　　飛翔番号No．13　Full・－22D

　プロペラソトの長さ120mm，　Fastax使用せず電磁オ

ッシ冒のみ使用，ターゲットの位置は2，3，4，5，

7，9，12，15．77m，ラソチャー2m，ラソチャー一前後

角1°54’，電源電圧104．5V．50　cps，イグナイター電

源電圧4．75V．14・34試翔完了．発射音大であった．

気圧1007．7mb，気温26．　5°C

　　　　　　　　　1

風向

聴mβ） o覆1：1

濃（％）

?撃

　1［

ENE
　EN
　1．15

0．90

　47
　47

皿

0．40

0．25

　45

　48

　リカバー状況：最後のターゲットに当り，翼1枚切れ

る．燃焼室はノズルのネジの途中から切れている．燃焼

は良好．

　　飛翔番号No．14　Full－32S

　プ戸ペラソトの長さ120mm，ラソチャー前後角1°5

4T，電磁オヅシロおよび高速度カメラ使用，高速度カメ

ラでラyチャーの出口を大写しにする．電源電圧102V

50cps，イグナイター電源電圧4．8V，15・21試翔完了．

同一ターゲットを2回以上貫通孔を補修して使用する

と，ターゲヅトのり一ド線の接触不良のため高い振動の

ノイズが入り電磁オヅシ戸の記録がdisturbされること

が分ったのでり一ド線接続部をセロテP－・・プで張り付ける

ように改めた．

風向　　　∫前

　　　　　k後

風速圓 o覆

20

　I

S　E
SSE
　O．7

　1．5

　　　皿

NまたはE
E『またはN

　　O．60

　　0．50

皿E

0．35

0．30

生　産　研　究

湿度（％）

o霧　ll　ll　ll
　気圧1007．7mb，気温26．0°C

　リカバー状況：やや燃焼不良，ee　1枚が半分だけ切損

　実験第3日目　　　　　　　　　　飛翔後

（契鷺鴇欄前・鎚々二
　　低し

　本日の実験を公開す．

　　飛翔番号No．15　Full－30S

　プロペラソトの長さ120m，ラソチャー2m，ラソチ

ャー前後角1°58’，電磁オッシロおよびFastax使用，

ターゲットの位置は2，3，4，5，7，9m，電源電

圧98．　5V，50cps（Fastaxのラソプhighで79　V），イ

グナイター電源電圧4．85V，10．36　Fastaxと電磁ナッ

シロの同期試験終了．10・39試翔完了．

　気圧1022．1mb，気温12．5°C

風向　　　J前
　　　　　1後

風速（mβ

湿度（％）∫前

　　　　　k後

　1　　　　　　豆

NNE　　　W～NE
　NE　　　　　E

l：ll：；1

　　90　　　　　85

　　92　　　　　85

皿

　E
O．66

0．64

　86

　84

地点皿，皿の温度湿度は床上50cmとす．小型アースマ

ソによる．

揚羅飛璽十遭←
況良好．燃焼室

後端はerosionを受けている．ガス漏れあり．

　　飛翔番号No．16　Full－－32　S

　プロペラソト120mm，ラソチャー2m，ラソチャー

前後角1°58！，電磁オヅシロおよびFastax使用，電源

電圧97．5V，50cps（Fastaxのラソプhighで79　V）

イグナイター電源電圧4，85V．11・48試翔完了．燃焼

不良で発煙大．

風向 o覆

風速（m／s） o覆

湿度（％）｛霧

　リカバー状況：

燃焼室後端は少し

erosion　を受けて

いる．ガス漏れ少

　I

　E

NNE
　1．2

　1．3

　89
　89

皿

E

E
O．　64

0．52

　79

　83

皿

E

E
O．53

0．49

　75

　82



第7巻第8号
し．

　　飛翔番号No．17　FulL35　S

　プロペラyト120mm，ラソチャー2m，ラソチャ・・一一

前後角1°58t，電磁オッシロおよびFastax使用，ター

ゲットの位置は2，3，4，5，7，9m．電源電圧10

3V，50cps（Fastaxのラソプhighで84・　5　V），イグナ

イター電源電圧4．　85V，13・17試翔完了・

　気圧1021．7mb，気温12．2°C

　　　　　　　　　　1

風向 s．kE
聴鯛o覆1：1
湿度（％）　　∫　鳶茸　　　　　　　　89

　　　　　i後　　　85

E

EN
O．52

0．64

　77

　77

皿

E
E
O．53

0，66

　74

　74

　　　　　　　　　　　　　　　　　リカバー状況：

警遭斗一一難1轟
　　飛翔番号No．18　Full－一一20D

　プvペラソトの長さ120mm，ラソチャーの長さ2m，

ラソチャー一前後角1°58t，電磁オッシロおよびFastax

使用，電源電圧102V，50cps（Fastaxのラソプhigh

で83，5V），13．49電磁ナッシロとFastaxの同期テス

ト終了．13・53試翔完了．No．1，　No．2のターゲヅト用

吸取紙の破損がはなはだしい．

　気圧1021．6mb，気温12・5°C

風向 @｛覆

風速m伶

湿度（％） o覆

　1　　　　　1［［

N登E．ΣN

l：；1：ll

ll　l1

皿

E

E

O．44

0．48

　77

　73

（厚さ0．5mm，15mm　x　10mm）が落ちていた．

燃焼が進んで薄くなったプPtペラyトが温度上昇のため

plasticになり，プPペラソト押え板のholeを洩れて飛

び出したものである．

　　飛翔番号No．19　Full－30　S

　プPペラソトの長さ120mm，ラソチャー2m，ラソ

チャー前後角1°58t，電磁オヅシ官のみ使用，電源電圧

103．5V，50cps，，イグナィター電源電圧4．8V，14・38

試翔完了．発射音ならびに発煙大，翼1枚を切損

　気圧1021．7mb，気温12．5°C

　　　　　　　リカバー状況：
飛栩後
　　　　　　ターゲットNo．1

　　　　　一の附近にプPtペラ

　　　　　　ソトの燃え残り

　　　　　　　　　　　これは

風向 @｛覆
風速（m！s）｛覆

澱（％）｛覆

　リカバー状況

：　燃焼良好，

燃焼室後端は

erosionを受け

　1　　　　　皿

　E　　　　N～E

ENE　　N～NW
　1．0　　　　0．51

　0．9　　　　0．50

　　87　　　　　70

　　87　　　　　71
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皿

E
E
O．40

0．47

　70

　69

ている．ややガス漏れあり．

　　飛翔番暑No．20　Full－32　S

　プロペラソトの長さ120mm，ラyチャー2m，ラソ
チャー前後角1°58ノ，電磁オッシ官のみ使用，電源電圧

104V，50cps，イグナイター電源電圧4．8V，15・09試

翔完了．不発と思われるほど飛び出しが遅かった．

　気圧1021．7mb，気温12．40C

風向 @｛覆
風速（m／・）｛覆

湿度（％）｛霧

　リカバー状況

：燃焼やや不良

燃焼室後端はや

や　erosionを受

　I

ENE
　E
　O．9

　1．0

　　87

　　87

飛翔前

　S
　S
O．41

0．46

　70

　71

］皿

0．38

0．54

　69

　70

・服糊後

十一鎚十一
けているややガス漏れあり．16・00倉庫ならびに電波研

究所へ撤収格納．

　実験第4日（1955年4月18日）

　天候　曇

　試翔予定　Half　30　S，且alf　20　D，　Half　30　S・Full

30S．　Half　30　S，ラyチャーig　2　mより3mに延長す．

　　飛翔番号No．21　Half－－30　S

　プPtペラソト長さ60mm，　spacerとして60mm長さの

木棒（割箸）2本を挿入固定す．ラソチャー一　3m，前後

角2°03ノ，電磁オヅシ戸およびFastax使用，ターゲヅ

との位置は，2，3，4，5，6，8，11，13．70m，電

源電圧106．5V，50cps（Fastaxのラyプhighで86

V），イグナイター電源電圧4・81V，12・54試翔完了・

発射音小．

　気圧1011．9mb

風向 @｛覆
聴m伶）｛覆

澱（％）｛覆

　1　　　　　　皿　　　　　　　皿

ENE（上側）E（下側）W　　E

　E　（上側）E（下側）W　　E
　2．1　　　　　　　0．94　　　　　　0．64

　2．0　　　　　　　0．94　　　　　　0．81

　　82　　　　　　71　　　　　71

　　82　　　　　　70　　　　　70
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欄集’婆一噛熱
　　　　　　　　　　　　　　　　し．

　　飛翔番号No．22　Half－－2gD

　プロペラソトの長さ60mm，60mm　spacer（木棒）入

り．ラソチャ・－3m，前後角2°03i，電磁ナッシロおよ

びF4stax使凧ターゲットの位置ラyチャー前2，3，

4・5・6・8・11，13・70m，電源電圧103．5V，50

cps・イグナイター電源電圧4・8V，13・34試翔完了．

　気圧1011，9mb

風向｛覆

MM（m！・）｛覆

湿度（％）｛覆

　1　　　　　　　皿

ENE（上側）E（下側）E

E　（上側）E（下側）W

2．1　　　　0．94

2．0　　　　　0．94

82　　　　　　71

82　　　　　　70

Ilr

E

E
O．64

0．81

　71

　70

　　　　　　　　　　　　　　　　し．ガス漏れなし

　　飛翔番号No．23Half－30S

　プPtペラソトの長さ60mm，　spacer（木棒）60mm入

り．ラソチャー3m，前後角2°03ノ，電磁オッシロおよ

びFastax使用，ターゲットの位置は2，3，4，5，

6，8，11．7m，電源電圧103V，50cps，イグナイター

電源電圧4．8V．14・36試翔完了．

　気圧1012．Omb

風向
o墓

聴璃）｛覆

湿度（％）｛覆

下W下W狭～N～上E上E

1

E　　E

2，7

2．0

82

79

0。74

　70

　70

皿

E

E

0．68

　69

　70

　飛栩笛　　　　　　飛翔後　　　　　リカバー状況：

一＿一＿

盾堰D一・呼亙ム＿燃駅繍焼室
　　　　丁　　　γ　e「°S’°nなしガ
　　　　　　　　　　　　　　　　ス漏れなし．

　　飛翔番号No．24　FulL30　S

　フ戸ペラソト120mm，ラソチャー2m，前後角2°
03ノ，ターゲヅトの位置はラソチャー前2，3，4，5，

6，8，11，15．77m，電磁オッシロおよびFastax使

用・飛翔中減速したところを撮影する．電源電圧100V

49・5cps・イグナイター電源電圧4．84　V．15・29試翔完
了．

　気圧1012．1mb．

22

風向

　　　　　後
風速（m／s）｛覆

濃（0／／0）｛覆

前後

ー

1

E

E
1．9

2．0

81

84

生　産　研　究

　　1［
（上）（下）

E～W
（上）（下）

E～W
　1，34

　0．97

　　74

　　72

皿

E

　E
1．00

0．71

77

72

はerosionを受けている．プロペラソトの破片が吹き出

されている．ガス漏れは割合少ない．

　　飛翔番号No．25Half－30S

　プロペラソト60mm，　spacer　60mm，ラソチャe－　3　m

前後角2°03ノ，電磁オッシ戸およびFastax使用，　Fas－

taxはクPt・・一ズァップ撮影電源電圧10q・5V・50cps，

イグナイター電源電圧4．8V．16・14試翔完了，

　気圧1012．4mb．

餉壊
風速（m／s）｛覆

湿度（％）｛覆

　リカバー状況

：燃焼良好，ガ

ス漏れなし．

1

E

E

2．0

3．7

84

84

欄尊
　　〆凸、、

　　T

　　］1
（上）（下）

E～W
（上）（下）

E～W
　O．88

　0．87

　　71

　　72

皿

E

　E
O，59

0，61

　71

　71

一一一一一黷秩C　”一一一一・一一一一一一一一．一“一一

　　　　　　　　　　　　丁

ホ9軸禰_

　実験第5日目（1955年4月19日）

　天候　曇　気温低し．

　　飛翔番号No．26　Half－一一30　S

　プvペラソト60mm．　spacer（木棒）60mm入り．ラ

ソチャー3m，前後角2°05ノ，電磁オヅシ戸およびFa－

stax使用，　Fastaxの駒数4000駒．ターゲットの位置

は2，　3，　4，　5，　6，　9，11，15．77m．

　電源電圧101．　5V．50cps（Fastaxのラソプhihgで

82・5V），イグナイター電源電圧4．　8V，11・22試翔完

了．発煙大．貫通孔はだいたい一直線上にある．

　気圧1011．　6mb．

風向

風速（m！・）」剛

　　　　　し後

濃（％）

1

NE

NNE
　1．7

　1．3

　82
　85

　皿
（上）（下）

E　W
（上）（下）

E　W
　O．4

　0。34

　　73

皿

E

E

O．34

0．26

　72



第7巻第8号

ガス漏れなし・

　リカバー状況

：約20cm砂中

に潜っている・

燃焼室状況良好

　　飛翔番号No．27　Half－20　D

　プPtペラソトの長さ60mm，　spacerとして（木棒）

60mm入り．ラソチャー3m，前後角2°05ノ，電磁オヅ

シロのみ使用，降雨のため実験一時中止．

　電源電圧103．5V，50cps，ターゲットの貫通孔測定

取止め．13・40試翔完了・

　　　　　　　　　　　　　　　　　リカバー状況：

実験第6日目（1955年4月23日）

天候　晴

燃焼良好．燃焼室

状況良好，ガス漏

れなし．

　本日の飛翔予定Half－30　S，　Half－30　B，　Full－22D

Full－35　S，　Full－25D．

飛翔番号No．28　Half－30　S

　プロペラソト60mm，　spacer（60mm）入り，ラソチ

ヤ…－3m，前後角2°Oy，電磁ナッシ官およびFastax

使用，FastaxはクP一ズアップ．ターゲットの位置は

2，3，4，5，6，8，11，15．77m．電源電圧104

V，94V（Fastaxのラソプ10w），83　V（Fastaxのラ

ソプhigh），電源周波数50cps，イグナイター電源電圧

4、　7V。11・14試翔完了．気圧1027・1mb・

風向｛覆

風速（m／s）

髄％）｛覆

　I

　E

ESE
　2．2

　0．7

　　38

　　44

　皿

　S

E～S
　1．0

　0．86

　　27

　　26

皿

（E）

（E）

0．54

0．60

　28

　33

　リカ2〈・一状況：約20cmもぐゲ（いる・イグナイlt・・一

　　　　　　　　　　　　　　　　り一ド線が焼き切
　飛i閣餉　　　　　　・飛翔後

んどなし．

飛翔番号No．29　Half－30　B

　プPペラソト60mm，60mm　spacer入り・ラソチャ

ー長さ3m，前後角2°01！電磁オッシロおよびFastax

使用．ターゲヅトの位置は0，2，3，4，5，6，8

11，13．73m電源電圧105V，50cps，イグナイター一一電

源電圧4．　7V．11・54試翔完了・気圧1026・5mb・

風向

　　　　　後
風速（m／s）｛覆

濃（％）｛覆

前後

ー

　リカバー状況：

約20cmもぐって

いる．イグナイタ

ーリード線は焼切

れ，燃焼完全．

1

ESE
ESE
　O．7

　0．4

　　44

　　44

　皿
（下）（上）

W～E
（下）（上）

W～E
　1．04

　0．66

　　27

　　30

191

皿

E

E
O．66

0．64

　33

　31

　　　　　　　ガス漏れなし・

　　飛翔番号No．30　Full－30　S

　プロペラソト120mm，ラソチャー0．5m，前後角2°

01ノ．（ラソチャー先端とPケット先端間の距離0．5m）

電磁オッシロのみ使用，危険を予想し高速度カメラ使用

ぜず，ターゲットの最後部2個取り外す．電源電圧110

V，50cps，イグナイター電源電圧4・　7　V・

　12・50試翔完了．No．1，　No・2のターゲツトの破損

はなはだしい．気圧1025・9mb・

1

風向 ﾟ：1
風速（m1、）∫目U　°・4

　　　　　1後　　　　　　　　　　1．8

湿度（％）｛覆　19

リカ2〈・一一状況：イグナイSt・一一

　豆
（上）（下）

W～E
（上）（下）

W～E
　O．78

　0．70

　　27

　　30

E

E

O．48

0．36

　29

　27

る．燃焼室状況良好，燃焼完全，

し．

　　飛翔番号No．31　Full－22D

　プロペラソト120mm，ラソチャー一　3　M，前後角2°

01ノ，電磁オツシ戸およびFastax使用・ターゲヅトの

位置は0，2，3，4，5，6，8，11，13m・電源電

圧105V，50cps，イグナイター電源電圧4・7V・13・40

試翔完了，発煙はなはだしい・気圧1025・2mb・

風向

贈m伶）｛覆

巌（％）

リカバー状況：

り一ド線は焼切れてい

　ガス漏れほとんどな

　1　　　　　］］］

　　　　（上）（下）

ESE　　　E～W
　　　　（上）（下）

　　　　　E～W

　2．8　　　0．94

　2．1　　　0．74

　　35　　　　29

　　40　　　　　29

皿

E

E
O．58

0．38

　30

　30

　　　　　　　　イグナイターiJ　一一ド縛は焼切れてい

る．燃焼室状態良好，燃焼完全，ガス漏れ少々あり，翼

1枚を切断す・

23
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　　飛翔番号No，32　Fu1L20　D

　プロペラyト120mm，ラソチャー3m，前後角2c
O1！，電磁オッシ戸およびFastax使用，　Fastaxはラソ

チャーの出口をク戸一ズアップする．ターゲットの位置

は0，2，3，4，5，6，8，11．13m．電源電圧106

V・50cps・イグナイター電源電圧4．　7　V．14・08試翔

完了．気圧1025．　2mb．

風速（m！s）｛覆

湿度（％）｛覆

1

ESE
S　E
　2．1

　1．3

　40
　34

　皿
（下）（上）

W～E
（下）（上）

W～E
　O．74

　0．78

　　30

　　31

皿

E

E

O．55

0．49

　30

　31

　リカバー状況：燃焼室状況良好，燃焼完全，ガス漏れ

ほとんどなし．

　　飛翔番号No．33　FulL30　S

　フPtペラyトは110mm，　ラソチャー1m（ラソチャ

ー先端とPケヅト後端間の距離1m）．電磁ナッシロお

よびFastax使用．ターゲヅトの位置は0，2，3，4

5，6，8，11．13m．電源電圧106．5V．50cps．イグ

ナイター電源電圧4．7V．14・42試翔完了．発煙はなは

だしい．気圧1025．2mb．

　　　　　　　　　　1　　　　　皿　　　　　　皿1

踊｛脱E：馨；：

生　産　研　究

風速（m伶嘯P：：1：lll：91

湿離）｛覆　ll　ll　l；

　リカバー状況：燃焼完全，ガス漏れなし．ノズル内面

にspiral状のcarbonが附着していた．

　　飛翔番号No．34　FulL35　S

　プロペラソト120mm，ラソチャー一　3　m，前後角2°

oy，電磁オッシロおよびFastax使用．ターゲットの

位置は0，2，3，4，5，6，8，11m．電源電圧
107・5V，50cps，イグナイター電源電圧4．8V．

　15・42試翔完了．気圧1025．1mb．

餉壊
風速（嘩

湿度（％）｛覆

1

E

E

1．1

1．1

35

36

　皿
（下）（上）

E～W
（下）（上）

E～W
　O．74

　0．76

　　34

　　35

皿

E

E

O．46

0．40

　37

　36

　リカ？gs　・一状況：燃焼室状態良好，燃焼完全，イグナイ

ターリード線は焼き切れている．ガス漏れ少々あり．

　17・00撤収完了，（1954．6．13）

次号予告
　　（9月号）

研究解説

　1トy試験熔鉱炉の建設について・…　金森研究室

鯖鉄筋コソク・一・の強さ一・・… ﾙ鱗
抵抗線歪計による動的応力測　　　　　　　　　　　　　　　　大井光四郎
　定装置の周波数特性の検定法゜…　’浅野六郎

　　　　　　　　　　　　　　　　藤高周平　閃絡点標定器用パルス変圧器…・…・
　　　　　　　　　　　　　　　　1一細川宏一

研究速報

　掛算器および函数発生器の試作………荘司　敦

　　　　　　　　　　　　　　　　三木五三郎　姫路城天守閣附近の基礎地盤………・
　　　　　　　　　　　　　　　　’今村芳徳

干渉計による高速翼列実験……・…・…玉木章夫

騨結晶のクy一プー一・一一暫蓼肇

電子管式アナログコyピュータの
　回路結線法と解の安定性について・・野村民也

　　　　　　　表　紙　写　真

　ペンシル・ロケットが発射右・（launcher）を離i月亮

する瞬間を16mm　Fastax高速度カメラでとらえ

た写真の1　enを示す．撮影速度毎秒5，000餉，露

出時間1／25，000秒，154mm　f／4．5　Raptar望遠レ

ンズ使用，・ケヅトの速度毎秒110m．

正誤表（7月号）

頁圓五
表2

5

〃

6

〃

左

右

左

〃

下12

下6

下19

下12

下9

睡別

次文目本

式

本文

〃

　　正

HT52高張力鋼

Kは平衡恒数

誤

aBr　一＝aAg
　　（S203）2≡

Na〔Ag3（S203）2〕

H20

Na3〔Ag
（S203）2〕H20

且T52張力鋼

Kノ平衡恒数

aBr－aAg
　　（S203）2≡≡

Na（AgS203
H，O

Na3〔Ag
S2032〕2H20
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